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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は、当社の会計監査人であったＲＳＭ清和監査法人より、2024年５月27日付で、2024年３月期第１四半期、同第

２四半期、同第３四半期の各四半期財務諸表について結論を表明しない旨の四半期レビュー報告書を受領し、2024年６

月25日付で、2024年３月期の有価証券報告書の財務諸表及び連結財務諸表について監査意見を表明しない旨の監査報告

書を受領いたしました。

　当社は監査意見の不表明に至った事由を厳粛に受けとめ、適切に対処すべく、より公正性を確保した第三者による調

査が必要と判断し、当社と利害関係を有しない外部の有識者によって構成される第三者調査委員会を設置し、調査を

行ってまいりました。

　2024年９月９日付「第三者調査委員会の調査報告書公表に関するお知らせ」にて公表いたしましたとおり、第三者調

査委員会による調査の結果、トンネル工事において、損益の期間帰属が誤っていることが判明いたしました。

　これに伴い、当社は過去に提出済の有価証券報告書等に記載されております連結財務諸表及び財務諸表等並びに四半

期連結財務諸表等で対象となる箇所について訂正することを決定いたしました。さらに過年度において重要性の観点か

ら訂正を行っていなかった事項の訂正も併せて行っております。

　2023年８月10日に提出し、「独立監査人の四半期レビュー報告書」の監査意見が無限定の結論から結論の不表明に訂

正されたことにより、2024年５月27日に訂正報告書を提出いたしました第77期第１四半期（自　2023年４月１日　至　

2023年６月30日）四半期報告書の記載事項の一部に再訂正すべき事項がありましたので、これを訂正するため、四半期

報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、監査法人アリアにより四半期レビューを受けており、その四半期レ

ビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

２　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

四半期レビュー報告書

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付して表示しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから、上記の訂正事項については、

訂正後のみを記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第１四半期
連結累計期間

第77期
第１四半期
連結累計期間

第76期

会計期間
自　2022年４月１日
至　2022年６月30日

自　2023年４月１日
至　2023年６月30日

自　2022年４月１日
至　2023年３月31日

売上高 （千円） 8,178,550 11,013,782 38,877,439

経常損失（△） （千円） △319,422 △480,232 △323,860

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △249,098 △547,957 479,420

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △400,467 △246,177 △161,740

純資産額 （千円） 29,869,845 29,243,553 29,990,461

総資産額 （千円） 41,829,957 44,437,818 45,635,015

１株当たり四半期純損失（△）

又は１株当たり当期純利益
（円） △15.26 △33.96 29.39

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.3 65.8 65.6

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

　当社グループは、第13次中期経営計画（2022年４月～2025年３月）において、経営理念の下、Innovationに積極

的に取組み、持続的成長を目指し、「お客さま、社会のニーズに応える事業基盤の強化」、「安全・品質の確保と

施工力強化」、「人財の確保・育成と働き方改革の推進」、「ＤＸ推進等による生産性・収益性向上」、「ガバナ

ンスの確保」、「ＳＤＧｓへの取組み」の６項目を重点方針として取り組んでおります。

　この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、全般的に堅調に推移し電力部門の送電線大型工事の受注もあり

受注高は157億４百万円（前年同四半期比58.8％増）、工事の進捗が順調に進み売上高は110億13百万円（前年同四

半期比34.7％増）となりました。

　利益面では、売上高の増加に伴い売上総利益が増加したものの、インドネシア孫会社株式の追加取得（完全孫会

社化）に伴うコンサルティングフィー３億89百万円の計上があり販売費及び一般管理費を賄えず営業損失６億34百

万円（前年同四半期は営業損失６億64百万円）、受取地代家賃が例年通り堅調に推移し、為替差益90百万円の計上

もあり経常損失４億80百万円（前年同四半期は経常損失３億19百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失５億

47百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失２億49百万円）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（日本）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は62億81百万円（前年同四半期比26.3％増）となり、営業損失は54百万円

（前年同四半期は、営業損失４億30百万円）となりました。

（東南アジア）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は39億26百万円（前年同四半期比68.3％増）となり、営業損失は２億88百万

円（前年同四半期は、営業利益35百万円）となりました。

（その他アジア）

　当第１四半期連結累計期間の売上高は８億８百万円（前年同四半期比16.9％減）となり、営業利益は16百万円

（前年同四半期比74.1％減）となりました。

 

　当第１四半期連結会計期間末の総資産合計は、前連結会計年度末に比べ11億97百万円減少し、444億37百万円と

なりました。主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等13億12百万円の減少などによるものです。

　負債合計は、前連結会計年度末に比べ４億50百万円減少し、151億94百万円となりました。主な要因は、短期借

入金４億79百万円の増加に対し、支払手形・工事未払金等８億16百万円の減少などによるものです。

　純資産合計は、前連結会計年度末に比べ７億46百万円減少し、292億43百万円となりました。主な要因は、その

他有価証券評価差額金１億90百万円の増加に対し、利益剰余金10億32百万円の減少などによるものです。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2023年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 17,000,000 17,000,000
東京証券取引所

（スタンダード市場）

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式で

あり、単元株式数は、100株

であります。

計 17,000,000 17,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日
－ 17,000,000 － 1,190,250 － －

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 863,100

完全議決権株式（その他） 普通株式 16,109,600 161,096 －

単元未満株式 普通株式 27,300 － －

発行済株式総数  17,000,000 － －

総株主の議決権  － 161,096 －

（注）　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が46株含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社サンテック

東京都千代田区二番町

３番地13
863,100 － 863,100 5.08

計 － 863,100 － 863,100 5.08

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第14号）に準じて記載しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ＲＳＭ清和監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

　第76期連結会計年度　　　　　　　　東邦監査法人

　第77期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　ＲＳＭ清和監査法人

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表については、監査法人アリアにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金預金 11,017,796 11,052,989

受取手形・完成工事未収入金等 14,224,698 12,912,234

電子記録債権 865,121 1,025,193

未成工事支出金 702,897 455,993

その他 1,215,644 1,419,338

貸倒引当金 △152,527 △153,551

流動資産合計 27,873,632 26,712,197

固定資産   

有形固定資産   

土地 4,552,420 4,514,889

その他（純額） 2,757,331 2,621,441

有形固定資産合計 7,309,752 7,136,331

無形固定資産   

その他 832,515 784,412

無形固定資産合計 832,515 784,412

投資その他の資産   

投資有価証券 3,115,349 3,306,234

投資不動産（純額） 5,447,395 5,428,684

繰延税金資産 54,216 61,217

その他 1,074,662 1,081,402

貸倒引当金 △72,510 △72,660

投資その他の資産合計 9,619,114 9,804,878

固定資産合計 17,761,383 17,725,621

資産合計 45,635,015 44,437,818
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 6,924,727 6,108,255

電子記録債務 2,164,767 2,363,233

短期借入金 419,351 898,934

未払法人税等 350,728 46,168

未成工事受入金 2,462,288 2,763,018

完成工事補償引当金 19,000 19,000

工事損失引当金 659,443 632,591

賞与引当金 403,871 159,239

その他 1,411,455 1,179,454

流動負債合計 14,815,633 14,169,897

固定負債   

繰延税金負債 269,550 270,778

役員退職慰労引当金 8,874 9,229

執行役員退職慰労引当金 39,045 38,962

退職給付に係る負債 144,339 143,249

その他 367,110 562,148

固定負債合計 828,920 1,024,368

負債合計 15,644,553 15,194,265

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,190,250 1,190,250

資本剰余金 － 69,805

利益剰余金 27,960,274 26,928,211

自己株式 △591,648 △591,693

株主資本合計 28,558,876 27,596,574

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 644,662 835,460

為替換算調整勘定 705,909 770,932

退職給付に係る調整累計額 36,339 32,987

その他の包括利益累計額合計 1,386,911 1,639,379

非支配株主持分 44,674 7,600

純資産合計 29,990,461 29,243,553

負債純資産合計 45,635,015 44,437,818
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 8,178,550 11,013,782

売上原価 7,680,903 10,118,876

売上総利益 497,646 894,906

販売費及び一般管理費 1,162,238 1,529,777

営業損失（△） △664,591 △634,871

営業外収益   

受取利息 646 6,240

受取配当金 47,360 35,190

受取地代家賃 125,410 127,566

為替差益 164,269 90,061

その他 89,735 54,804

営業外収益合計 427,421 313,863

営業外費用   

支払利息 5,057 6,875

不動産賃貸費用 42,205 48,637

持分法による投資損失 7,515 80,927

その他 27,473 22,783

営業外費用合計 82,252 159,224

経常損失（△） △319,422 △480,232

特別利益   

固定資産売却益 33 41,286

投資有価証券売却益 7,464 －

特別利益合計 7,497 41,286

特別損失   

固定資産売却損 － 13,556

減損損失 － 44,327

その他 322 163

特別損失合計 322 58,047

税金等調整前四半期純損失（△） △312,247 △496,994

法人税等 △48,089 16,705

四半期純損失（△） △264,157 △513,699

非支配株主に帰属する四半期純利益又は

非支配株主に帰属する四半期純損失（△）
△15,058 34,257

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △249,098 △547,957
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純損失（△） △264,157 △513,699

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △341,473 194,648

為替換算調整勘定 215,455 76,226

退職給付に係る調整額 △10,291 △3,352

その他の包括利益合計 △136,310 267,522

四半期包括利益 △400,467 △246,177

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △384,604 △294,259

非支配株主に係る四半期包括利益 △15,862 48,082

 

EDINET提出書類

株式会社サンテック(E00173)

訂正四半期報告書

11/17



【注記事項】

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 158,900千円 167,412千円

のれんの償却額 37,604 〃 － 〃

 

（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月24日

定時株主総会
普通株式 163,269 10 2022年３月31日 2022年６月27日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日

定時株主総会
普通株式 484,105 30 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本
東南
アジア

その他
アジア

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,972,242 2,300,054 906,252 8,178,550 － 8,178,550

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 33,699 67,369 101,068 △101,068 －

計 4,972,242 2,333,754 973,621 8,279,618 △101,068 8,178,550

セグメント利益又は損失

（△）
△430,498 35,147 63,356 △331,994 △332,596 △664,591

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△332,596千円は、主として親会社管理部門に係る費用（配賦不能営業費

用）であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）東南アジア　：　シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、ミャンマー、インドネシア

(2）その他アジア：　中国、台湾、バングラデシュ

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本
東南
アジア

その他
アジア

計

売上高       

外部顧客への売上高 6,281,890 3,926,154 805,737 11,013,782 － 11,013,782

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 702 2,904 3,606 △3,606 －

計 6,281,890 3,926,857 808,641 11,017,389 △3,606 11,013,782

セグメント利益又は損失

（△）
△54,822 △288,168 16,424 △326,565 △308,305 △634,871

（注）１　セグメント利益又は損失の調整額△308,305千円は、主として親会社管理部門に係る費用（配賦不能営業費

用）であります。

２　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

３　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1）東南アジア　：　シンガポール、タイ、マレーシア、ブルネイ、ベトナム、ミャンマー、インドネシア

(2）その他アジア：　中国、台湾、バングラデシュ
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（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
日本 東南アジア その他アジア

一時点で移転される財 1,005,370 12,468 19,757 1,037,596

一定の期間にわたり移
転される財

3,966,872 2,287,586 886,494 7,140,953

顧客との契約から生じ
る収益 4,972,242 2,300,054 906,252 8,178,550

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 4,972,242 2,300,054 906,252 8,178,550

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

（単位：千円）
 

 

報告セグメント

合計
日本 東南アジア その他アジア

一時点で移転される財 738,287 19,450 10,309 768,046

一定の期間にわたり移
転される財

5,543,603 3,906,704 795,427 10,245,735

顧客との契約から生じ
る収益 6,281,890 3,926,154 805,737 11,013,782

その他の収益 － － － －

外部顧客への売上高 6,281,890 3,926,154 805,737 11,013,782

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

１株当たり四半期純損失（△） △15円26銭 △33円96銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）（千円） △249,098 △547,957

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）
△249,098 △547,957

普通株式の期中平均株式数（株） 16,326,998 16,136,832

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2025年１月15日

株式会社サンテック

取締役会　御中

 

監査法人アリア

東京都港区

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 茂木　秀俊

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 山中　康之

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サン

テックの2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る訂正後の四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンテック及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

訂正前の四半期連結財務諸表は、元監査人によって四半期レビューが実施されており、元監査人は、2024年５月27日に四

半期レビュー報告書を提出しているが、当監査法人は、当該訂正に伴い、訂正後の四半期連結財務諸表に対して本四半期

レビュー報告書を提出する。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合

又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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